
教
育
旅
行
受
入
宿
泊
施
設
等
の
現
場
の
意
見
を
踏
ま

え
、

10

月

28

日
（
月
）、
谷
村
理
事
長
、
田
辺
教
育

旅
行
誘
致
宣
伝
部
会
長
ら
が
出
席
し
、
岩
手
県
知
事
に

対
し
、
物
価
高
騰
、
人
件
費
上
昇
等
の
影
響
を
受
け
る

教
育
旅
行
受
入
施
設
に
対
す
る
負
担
軽
減
の
た
め
の
補

助
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
更
な
る
回
復
・
拡
大
に
向
け

た
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
継
続
し
た
支
援
を

求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

知
事
か
ら
は
、
今
後
、
国
が

実
施
す
る
経
済
対
策
の
内
容
等

も
見
な
が
ら
、
県
と
し
て
の
対

応
を
検
討
す
る
旨
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。 

県
と
当
協
会
で
は
、
観
光
デ
ー

タ
を
多
角
的
に
分
析
す
る
「
い
わ

て
観
光
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
い
わ
て
観
光

Ｄ
Ｍ
Ｐ
）」
を
整
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
利
用
促
進

を
目
的
と
し
て
、
県
内
４
ヵ
所

（
９
月
１２
日 

奥
州
・
釜
石
、
９

月
１３
日 

盛
岡
・
二
戸
）
で
い
わ

て
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践
塾

２
０
２
４
を
開
催
し
、
計
５０
名

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

実
践
塾
で
は
、
当
協
会
専
門
家

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
畠
山
美
帆
氏

（
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
を
講
師
に
、
い
わ

て
の
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
概

要
に
つ
い
て
講
義
し
た
ほ
か
、
い

わ
て
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
活
用
し
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
に
基
づ

い
た
解
説
等
を
行
っ
た
後
、
い
わ 

 

て
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ

ュ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

は
「
満
足
」、「
や
や
満
足
」
と
の

回
答
の
割
合
が
７
２
％
と
な
っ
て

お
り
、
概
ね
評
価
さ
れ
た
セ
ミ
ナ

ー
と
な
り
ま
し
た
。 

当
協
会
で
は
、
引
き
続
き
会
員

の
皆
様
の
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。 

９
月

28

日
（
土
）
、

10

月
１
日

か
ら

12

月
末
ま
で
の
「
秋
は
短

し
、
旅
せ
よ
い
わ
て
秋
旅
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
宮
古
駅
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
達
増
知
事

等
の
挨
拶
の
後
、
谷
村
理
事
長
が

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

宣
言
を
行
っ
た
ほ
か
、
岩
手
県
警

察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
や
、
歓
迎
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（公財）岩手県 

観光協会 

■発行責任者 

  鎌田 徳幸 

岩
手
県
観
光
協
会
だ
よ
り 

オープニング宣言を行う谷村理事長 

挨拶をする田辺部会長（大阪会場） 

三
鉄
路
線
を
初
運
行
の
「
ひ
な
び
（
陽
旅
）」
出
発
式 

秋
季
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催 

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
、
餅
ま
き
等

で
、
岩
手
を
訪
れ
た
旅
行
者
へ
歓

迎
の
お
も
て
な
し
を
実
施
し
ま
し

た
。 ま

た
同
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
観

光
列
車
「
ひ
な
び
（
陽
旅
）」
が

初
め
て
三
陸
鉄
道
の
路
線
を
運
行

す
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
宮
古
駅

の
ホ
ー
ム
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、

関
係
者
に
よ
り
横
断
幕
を
掲
げ
小

旗
を
振
っ
て
見
送
り
ま
し
た
。 

い
わ
て
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

実
践
塾
２
０
２
４
開
催 

「ひなび（陽旅）」を見送る関係者 

実践塾を受講する観光関係者 

教
育
旅
行
の
誘
致
拡
大
を
図
る
た
め
、
主
要
市
場
の

函
館
市
（
８
月
７
日
）
札
幌
市
（
８
月
８
日
）、
東
京

都
（
８
月

22

日
）
大
阪
市
（

11

月

13

日
）
で
「
岩

手
県
教
育
旅
行
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
な
お
、

函
館
市
で
の
開
催
は
５
年
振
り
と
な
り
ま
し
た
。 

全
体
説
明
で
は
、
当
協
会
か
ら
の
説
明
と
併
せ
、
札

幌
会
場
で
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
様
か
ら
、
東
京
会
場
で
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
様
か
ら
案
内
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

各
会
場
で
は
多
く
の
学
校
教
諭
様
や
旅
行
会
社
様
の

参
加
が
あ
り
、
札
幌
、
大
阪
両
会
場
で
は
情
報
交
換
会

も
実
施
し
ま
し
た
。 

〔
参
考
〕
函
館
会
場 

学
校
２
校
２
名 

旅
行
会
社
５

社
８
名 

岩
手
側 

３
４
団
体

36

名 
 

 

知 事 要 望 実 施 

教育旅行・インバウンド補助金 



 

 
 

～
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り
組
み
～ 

「
持
続
可
能
な
観
光
」
と
い
う
言
葉

を
頻
繁
に
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
み
ち
の
く
岩
手
観
光
立
県
第4

期

基
本
計
画
に
も
「
持
続
可
能
な
観
光
」

に
取
り
組
み
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

を
目
指
す
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

持
続
可
能
な
観
の
定
義
は
「
訪
問
客 

を
受
け
入
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
現
在
お
よ
び
将

来
の
経
済
、
社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を

十
分
に
考
慮
す
る
観
光
」（U

N
W

T
O

）

で
あ
る
が
、
誘
客
の
際
、
ど
う
す
れ
ば

持
続
可
能
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
も

す
る
と
環
境
面
へ
の
配
慮
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、
定
義
の
よ
う
に
社
会
経
済

へ
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。 

 

観
光
客
を
呼
ぶ
主
体
が
、
地
域
（
行

政
）
や
宿
泊
施
設
の
場
合
、
そ
の
関
連

す
る
事
業
者
に
ど
れ
だ
け
の
裨
益
を
も

た
ら
す
か
、
そ
し
て
地
域
消
費
額
が
向

上
す
る
か
、
地
域
の
雇
用
や
賃
金
の
向

上
な
ど
が
問
わ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え

ば
、
た
く
さ
ん
の
来
訪
者
が
あ
っ
て
も

地
域
消
費
額
が
伸
び
ず
、
地
域
で
の
雇

用
や
賃
金
が
上
昇
し
な
い
状
態
が
「
非

持
続
可
能
な
観
光
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
言
葉
に
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ

の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。
広
く
関
係

者
の
連
携
を
強
め
、
広
域
で
ベ
ク
ト
ル

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
ま
ず
は
大
切
で
あ

る
。（
岩
手
県
観
光
協
会
専
門
家
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
河
東
英
宜
（
か
ま
い
し
Ｄ
Ｍ
Ｃ

代
表
） 
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本
年
３
月
に
県
に
お
い
て
策
定

し
た
「
み
ち
の
く
岩
手
観
光
立
県

第
四
期
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

「
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
」
が
新
た
な
柱
と
し
て
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

当
協
会
で
は
、
こ
の
「
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」
を
全
県

の
取
組
と
す
べ
く
、
県
と
連
携

し
、
ま
た
、
同
分
野
の
先
進
的
取

組
を
し
て
い
る
か
ま
い
し
Ｄ
Ｍ
Ｃ

代
表
の
河
東
英
宜
氏
（
当
協
会
専

門
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
協
力
を

得
て
、
県
内
市
町
村
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
河
東
氏
が

分
か
り
や
す
く
「
持
続
可
能
な
観

光
地
域
づ
く
り
」
と
は
何
か
を
解

説
し
、
各
市
町
村
で
の
取
組
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
助
言
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
各
市

町
村
か
ら
は
概
ね
前
向
き
な
姿
勢 

を
示
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
次

期
観
光
計
画
等
に
「
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
」
を
盛
り
込
み

た
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に

15

市
町
村
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
お
り
、
来
年
度
も
ま
だ
実
施
し

て
い
な
い
市
町
村
に
対
し
、
継
続

し
て
行
い
た
い
考
え
で
す
。 

「
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」
市
町
村
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施 

 
 

 
み
ち
の
く
岩
手
観
光
立
県
第
四
期
基
本
計
画
新
た
な
柱
の
ひ
と
つ 市町村でのヒアリングの様子（金ケ崎町） 

10

月

2

日
（
水
）、
韓
国
か

ら
の
誘
客
を
目
的
に
、
韓
国
旅

行
会
社
が
開
催
し
た
ゴ
ル
フ
大

会
懇
親
会
に
参
加
し
、
御
礼
と

共
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

韓
国
旅
行
会
社
５
社
合
同
に
よ

る
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
最

終
日
、
旅
行
会
社
及
び
ゴ
ル
フ 

韓
国
ゴ
ル
フ
大
会
懇
親
会
参
加 

参
加
者
８１
名
に
、
旅
行
企
画
及
び

参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
し
た
。
又
、
岩
手
県
・

物
産
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

岩
手
県
の
観
光
及
び
物
産
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

 

韓
国
旅
行
会
社
か
ら
は
、
ゴ
ル

フ
参
加
者
か
ら
の
評
価
も
良
く
、

来
年
も
行
い
た
い
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 
当協会鎌田専務ＰＲの様子 

令和６年度「いわての旅」観光商談会開催 

大
都
市
圏
か
ら
の
誘
客
を
図
る
た
め
、

ま
た
、
旅
行
会
社
の
商
品
造
成
担
当
者
の

本
県
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
東
京
（
９
月

13

日
）、
名
古
屋

（

11

月

11

日
）
、
大
阪
（

11

月

12

日
）
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
「
い
わ
て
の

旅
」
観
光
商
談
会
（
共
催
／
い
わ
て
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｙ
・
タ
イ
ム
ズ
紙
で
「
２
０
２
３
年

に
行
く
べ
き
世
界
の

52

ヵ
所
」
に
盛
岡

市
が
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
る
な

ど
コ
ロ
ナ
収
束
と
相
ま
っ
て
盛
り
上
が
り

を
見
せ
る
本
県
の
観
光
に
つ
い
て
、
個
別

商
談
会
や
交
流
会
を
通
し
て
熱
心
に
Ｐ
Ｒ

や
情
報
交
換
を
行
な
い
、
魅
力
を
発
信
し

ま
し
た
。 

〔
参
考
〕
参
加
状
況
○
東
京
会
場
（
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
）
旅
行

会
社

19

社

40

名 
 

岩
手
側

30

団
体

38

名 

○
名
古
屋
会
場
（
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
）
旅
行
会
社
９
社

16

名 

岩
手
側 

 

31

団
体

38

名
〇
大
阪
会
場
（
ホ
テ
ル
モ

ン
ト
レ
大
阪
）
旅
行
会
社

12

社

19

名 

岩
手
側

30

団
体

39

名 

個別商談会の様子（名古屋会

場）場） 

専
門
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る  

「
観
光
地
域
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト 



  
 

７
月
１２
日
（
金
）、
盛
岡
市

内
に
お
い
て
、
星
野
リ
ゾ
ー
ト

勤
務
時
代
に
数
多
く
の
ホ
テ
ル

の
再
生
に
携
わ
っ
た
株
式
会
社

東
北
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
の
佐
藤

大
介
様
を
講
師
に
迎
え
、
宿
泊

事
業
者
向
け
経
営
力
強
化
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
宿
泊
事
業
者
を
中
心

に
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、

講
師
の
経
験
に
基
づ
く
講
話
に

聞
き
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
セ
ミ
ナ
ー
を
キ
ッ

ク
オ
フ
と
し
て
、
県
と
連
携

し
、
宿
泊
事
業
者
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

は
、
主
に
当
協
会
専
門
家
ア
ド 

                 

●
宿
泊
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施 

 

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
さ
れ
た
宿
泊
事
業
者
を
中

心
に
、
県
と
連
携
し
宿
泊
事
業

者
と
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

観
光
業
界
に
と
っ
て
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
あ
る

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
事
業

者
と
県
や
当
協
会
が
個
別
に
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

は
、
主
に
当
協
会
専
門
家
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜
氏
（
か

ま
い
しD

M
C

代
表
）
が
ヒ
ア

リ
ン
グ
シ
ー
ト
に
も
と
づ
き
、

宿
の
強
み
や
弱
み
、
経
営
状
況

等
を
お
聞
き
し
て
助
言
し
て
い

る
ほ
か
、
新
規
に
取
り
組
み
た

い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊
事

業
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
各
宿
泊
事
業
者
の
現
状
把

握
に
努
め
、
今
後
の
観
光
施
策

や
事
業
等
に
活
か
し
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。 
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特
集
ペ
ー
ジ
「
い
わ
て
で
過
ご

す
癒
す
旅
～
西
和
賀
町
・
北
上

市
・
金
ケ
崎
町
」
を

11

月

11

日
に
公
開
し
ま
し
た
。 

今
回
の
特
集
ペ
ー
ジ
は
、「
秋

は
短
し
、
旅
せ
よ
岩
手
」
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
と
と
も
に
実
施
中
の

「
い
わ
て
秋
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
２
０
２
４
年

10

月
～

12

月
）
」
に
合
わ
せ
、
県
庁
所
在
市

盛
岡
か
ら
車
で

90

分
圏
内
の
岩

手
中
部
エ
リ
ア
の
西
和
賀
町
・
北

上
市
・
金
ケ
崎
町
に
取
材
し
て
き

ま
し
た
。 

ペ
ー
ジ
で
は
、
自
然
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
癒
さ
れ
て
い
く
ス
ポ
ッ

ト
、
隠
れ
た
名
所
や
人
気
グ
ル
メ

な
ど
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
年 

齢
、
性
別
問
わ
ず
老
若
男
女
の
方

に
お
ス
ス
メ
の
旅
先
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

取
材
で
は
、
現
地
関
係
者
の
皆

様
の
親
切
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
、
Ｈ
Ｐ
「
い
わ
て

の
旅
」
で
公
開
中
で
す
の
で
、
是

非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
わ
て
の
旅
」 

特
集
ペ
ー
ジ
公
開 

特集ページの１コマ 

が
良
い
と
思
う
内
容
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
真
似
す
る
こ
と
。
初
め
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
考
え
る
事
は
危
険

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

９
月

10

日
（
火
）
、
観
光
客
の

誘
致
拡
大
を
目
的
に
、
効
果
的
な

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
方
法
な
ど
を
学
ぶ

研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、

19

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

昨
年
度
に
引
継
ぎ
、
㈱
ラ
イ
フ

ブ
リ
ッ
ジ
代
表
取
締
役
の
櫻
井
亮

太
郎
氏
を
講
師
に
、
誘
客
に
繋
が

る
リ
ー
ル
を
メ
イ
ン
と
し
た
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
の
効
果
的
な
動
画
撮

影
及
ぶ
編
集
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
を 

、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
運

営
し
て
い
る
メ
タ
社
は
、
リ
ー
ル

を
上
位
に
考
え
て
お
り
、
Ｔ
ｉ
ｋ

Ｔ
ｏ
ｋ
の
成
功
に
よ
り
、
リ
ー
ル

の
機
能
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
投
稿
さ
れ
て
い
る
自
分 

研修会の様子 

イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜
氏
（
か
ま
い

し
Ｄ
Ｍ
Ｃ
代
表
）
が
ヒ
ア
リ
ン
グ

シ
ー
ト
に
基
づ
き
、
宿
の
強
み
や

弱
み
、
経
営
状
況
等
を
お
聞
き
し

て
助
言
し
て
い
る
ほ
か
、
新
規
に

取
り
組
み
た
い
内
容
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊
事
業

者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

2

回
目
を
希
望
す
る
宿
泊
事
業
者
も

い
る
な
ど
、
県
や
当
協
会
と
し
て 

 

は
、
各
宿
泊
事

業
者
の
現
状
把

握
に
努
め
、
今

後
の
観
光
施
策

や
事
業
等
に
活

か
し
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。 

                   

●
宿
泊
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
実

施  

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
さ
れ
た
宿
泊
事
業
者
を
中
心

に
、
県
と
連
携
し
宿
泊
事
業
者
と

の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

観
光
業
界
に
と
っ
て
、
厳
し

い
経
営
環
境
の
な
か
で
あ
る
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
事
業
者
と
県

や
当
協
会
が
個
別
に
意
見
交
換
を

す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。 「

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

は
、
主
に
当
協
会
専
門
家
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜
氏
（
か
ま
い

しD
M

C

代
表
）
が
ヒ
ア
リ
ン
グ

シ
ー
ト
に
も
と
づ
き
、
宿
の
強
み

や
弱
み
、
経
営
状
況
等
を
お
聞
き

し
て
助
言
し
て
い
る
ほ
か
、
新
規

に
取
り
組
み
た
い
内
容
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊
事
業

者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
各

宿
泊
事
業
者
の
現
状
把
握
に
努

め
、
今
後
の
観
光
施
策
や
事
業
等

に
活
か
し
て
い
き
た
い
考
え
で

す
。 

10

月

16

日
（
水
）
～

20

日
（
日
）
に
埼
玉
・
大
宮
駅
で

開
催
さ
れ
た
「
岩
手
産
直
市
」

に
県
等
と
と
も
に
参
加
し
ま
し

た
。 県

内
食
産
業
事
業
者

12

社

が
出
店
し
た
ほ
か
、
観
光P

R

ブ
ー
ス
に
て
、
秋
旅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
案
内
の
ほ

か
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
産
直
市
で
の
購
入

者
を
対
象
と
し
た
く
じ
引
き
を

行
い
、
岩
手
さ
ち
こ
グ
ッ
ズ
や 

そ
ば
っ
ち
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン 

             

●
宿
泊
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施 

 

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
さ
れ
た
宿
泊
事
業
者
を
中

心
に
、
県
と
連
携
し
宿
泊
事
業

者
と
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

観
光
業
界
に
と
っ
て
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
な
か
で
あ
る

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
宿
泊
事
業

者
と
県
や
当
協
会
が
個
別
に
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。 

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て

は
、
主
に
当
協
会
専
門
家
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜
氏
（
か

ま
い
しD

M
C

代
表
）
が
ヒ
ア

リ
ン
グ
シ
ー
ト
に
も
と
づ
き
、

宿
の
強
み
や
弱
み
、
経
営
状
況

等
を
お
聞
き
し
て
助
言
し
て
い

る
ほ
か
、
新
規
に
取
り
組
み
た

い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊
事

業
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
各
宿
泊
事
業
者
の
現
状
把

握
に
努
め
、
今
後
の
観
光
施
策

や
事
業
等
に
活
か
し
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。 

岩 

手 

産 

直 

市
（ 

大 

宮 

駅 

） 

開 

催 

ト
し
、
当
選
者
の
方
々
に
喜

ば
れ
た
ほ
か
、
着
ぐ
る
み
そ

ば
っ
ち
に
よ
る
グ
リ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
家
族
連
れ
や

外
国
人
観
光
客
に
好
評
を
得

ま
し
た
。 

               

●
宿
泊
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン

グ
実
施 

 

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
れ
た
宿
泊
事
業
者

を
中
心
に
、
県
と
連
携
し
宿

泊
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を

目
的
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

観
光
業
界
に
と
っ
て
、

厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
で

あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
宿

泊
事
業
者
と
県
や
当
協
会
が

個
別
に
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。 「

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
あ
た
っ

て
は
、
主
に
当
協
会
専
門
家

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
河
東
英
宜

氏
（
か
ま
い
しD

M
C

代

表
）
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト

に
も
と
づ
き
、
宿
の
強
み
や

弱
み
、
経
営
状
況
等
を
お
聞

き
し
て
助
言
し
て
い
る
ほ

か
、
新
規
に
取
り
組
み
た
い

内
容
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
８
つ
の
宿
泊

事
業
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
各
宿
泊
事
業
者
の
現

状
把
握
に
努
め
、
今
後
の
観

光
施
策
や
事
業
等
に
活
か
し

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。 

岩手産直市（大宮駅）の様子 

 



☆
賛
助
会
員
募
集 

当
協
会
で
は
、
広
く
賛
助
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
特

典
と
し
て
は
、
①
「
会
員
の
皆
様

の
情
報
を
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
優
先
的
に
紹
介
、P

R

」、

②
「
協
会
作
成
の
観
光
資
料
を
無

料
で
提
供
」、
③
「
協
会
主
催
の

研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
及
び
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
」、
④
「
国

や
県
及
び
各
種
観
光
団
体
等
か
ら

の
各
種
情
報
の
提
供
」、
⓹
「
当

協
会
に
お
け
る
協
賛
及
び
後
援
や

各
種
相
談
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
賛
助
会
員
は
市
町
村
及

び
市
町
村
観
光
協
会
を
は
じ
め
、

各
業
界
団
体
や
民
間
事
業
者
等
が

加
入
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、 

未
加
入
の
団
体
・
事
業
者

様
に
対
す
る
勧
誘
に
つ
い
て
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
会
員
区
分 

市
町
村
は
第
一
種
賛
助
会
員
、
市

町
村
観
光
協
会
は
第
二
種
賛
助
会

員
、
そ
の
他
の
団
体
及
び
事
業
者

は
第
三
種
賛
助
会
員
と
な
り
ま

す
。 

◆
会
費
額
（
年
額
） 

第
三
種
賛
助
会
員 

５
口
５
万
円

を
原
則
と
し
て
口
数
制
で
算
出
し

ま
す
。 

※
口
数
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
種
別
・
規
模
等
に
応
じ
て

別
途
算
出
し
ま
す
。 

◆
入
会
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ 

当
協
会
ま
で
御
連
絡
願
い
ま
す
。

電
話
：
０
１
９-

６
５
１-

０
６
２

６  
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東
観
推
主
催 

東
北
教
育
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
参
加 

大
阪
・
福
岡
・
名
古
屋 

東
北
観
光
推
進
機
構
主
催
の
東

北
教
育
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
が
大
阪
市

（
８
月

20

日
）
、
福
岡
市
（
９
月

４
日
）
、
名
古
屋
市
（

10

月

2

日
）
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
８
名
、
２
名
、
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

全
体
説
明
会
で
は
、
各
県
協
会

か
ら
の
説
明
の
ほ
か
、
大
阪
会
場

で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
日
本
航

空
、
Ａ
Ｎ
Ａ
、
福
岡
会
場
で
日
本

航
空
と
Ａ
Ｎ
Ａ
、
名
古
屋
会
場
で

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
学
校
教
諭
や
旅
行
会
社

と
の
個
別
相
談
会
・
個
別
商
談
会

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

セミナーの様子（福岡会場） 

な
お
、
令
和
５
年
い
わ
て
の

観
光
統
計
教
育
旅
行
発
地
別
入

込
集
計
に
よ
る
と
、
大
阪
府
が

３
８
校
４
，
８
５
４
名
、
福
岡

県
が
８
校
８
４
２
名
、
愛
知
県

が
２
０
校
１
，
６
７
３
名
と
な

っ
て
い
ま
す
（
そ
れ
ぞ
れ
小
・

中
・
高
の
合
算
）
。 

   

盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
、
県
庁
前
で
の
岩
手
さ
ち
こ
グ
ッ
ズ
販
売 

８
月
１
日
（
木
）
、
盛
岡
市
中

央
通
り
で
の
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
パ

レ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
県
と
連
携

し
、
県
庁
前
に
岩
手
県
公
認
Ｖ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
「
岩
手
さ
ち
こ
」
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。 

ブ
ー
ス
で
は
、
い
わ
て
秋
旅
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン 

及
び
県
産
米
の 

Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
う
え
で
、
岩
手
さ
ち

こ
フ
ァ
ン
を
対
象
と
し
た
抽
選
会

を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
協
会
は
、

ブ
ー
ス
の
一
角
で
岩
手
さ
ち
こ
グ

ッ
ズ
を
販
売
し
ま
し
た
。 

グ
ッ
ズ
販
売
コ
ー
ナ―

の
前
に 

 

は
、
販
売
開
始
前
か
ら
若
年
層
の

方
々
が
列
を
作
っ
て
並
ん
で
お

り
、
グ
ッ
ズ
は
予
想
以
上
に
売
り

上
げ
、
県
内
に
も
根
強
い
さ
ち
こ

フ
ァ
ン
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。 

  

セミナーの様子（名古屋会場） 

「岩手さちこブース」の様子 

【
１２
月
】 

６
日
（
金
） 

・
第
２
回
岩
手
県
内
Ｄ
Ｍ
Ｏ
連

絡
調
整
会
議
（
サ
ン
セ
ー
ル

盛
岡
） 

７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
） 

・
日
本
東
北
遊
楽
日
２
０
２
４ 

（
台
北
市
・
華
山

1

9

1

4

文
創
意
産
業
園
区
） 

 

【
１
月
】 

18

日
（
土
） 

・
中
国
東
方
航
空
上
海
便
歓
迎 

行
事
（
い
わ
て
花
巻
空
港
） 

新
採
用
職
員
の
紹
介 

９
月
１
日
付
で
、
新
採
用
職

員
と
し
て
三
上
晃
裕
（
み
か
み 

あ
き
ひ
ろ
）
主
事
が
当
協
会
に

加
わ
り
ま
し
た
。
三
上
主
事
か

ら
会
員
の
皆
様
に
御
挨
拶
で

す
。 新

入
職
員
の
三
上
晃
裕
で

す
。
現
在
は
主
に
総
務
・
会
計

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

会
計
事
務
所
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
企
業
会
計
は
経
験
が
あ
り

ま
し
た
が
公
益
法
人
会
計
は
特

殊
な
部
分
が
多
く
、
シ
ス
テ
ム

の
使
い
方
や
初
め
て
聞
く
言
葉

も
あ
り
毎
日
四
苦
八
苦
し
て
い

ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
新
し
い
仕
事
や
事

案
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
、
自 

  

分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る
日
々

で
す
。
目
の
前
の
業
務
で
手
い

っ
ぱ
い
な
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
周
り
の
職
員
の
仕
事
の
進

め
方
を
参
考
に
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

そ
の
た
め
に
、
観
光
協
会
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
分
の

担
当
以
外
の
業
務
の
知
識
も
身

に
着
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

協

会

主

催

行

事

予

定

（

３

月

ま

で

） 

中
旬 

・
教
育
旅
行
誘
致
宣
伝
部
会
第 

２
回
幹
事
会 

・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
招
待
事
業
実
施

（
沿
岸
地
域
） 

 

【
３
月
】 

20

日
（
木
・
祝
） 

・
エ
ア
ロ
Ｋ
韓
国
清
州
便
歓
迎
行

事 

上
旬 

・
第
２
回
賛
助
会
員
全
員
協
議
会 

下
旬 

・
第
３
回
理
事
会 

 
 

 


